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はじめに

保健医療福祉を取り巻く情勢ならびに国⺠や社会の意

識の著しい変化のなかで，看護職が社会からの期待と信

頼にこたえ得るためには，看護基礎教育および⼤学院教

育のさらなる充実が求められている．愛知県⽴看護⼤学

（以下，本学）は，昭和43年に設置された愛知県⽴看護

短期⼤学を⺟体として，平成７年に４年制看護⼤学とし

て開設された．平成11年には看護学専攻の⼤学院修⼠課

程が設置され，以来，着実な教育実践を重ねるとともに，

県⺠や社会，看護職者⾃⾝のニーズに対応した⼤学院教

育のあり⽅を追求し，専⾨看護師認定課程，博⼠課程な

どの設置についても検討を進めてきた．

平成17年度博⼠課程⼩委員会では，こうした検討をよ

り具体的なものとするために，本学⼤学院への看護職お

よび学部⽣の進学に関する意⾒や，本学⼤学院修了者の

雇⽤に関する意⾒を広く聴取する必要があると考え調査

を実施した．本稿ではこの調査結果の概括を報告する．

Ⅰ．調査⽬的

愛知県内で働く看護職者と，本学の⼤学院修了⽣と⼤

学院在学⽣ならびに学部卒業⽣の，本学⼤学院への進学

に関するニーズを明らかにする．また，愛知県内の病院

に勤務する看護管理者の⼤学院修了者の雇⽤に関する

ニーズを明らかにする．

Ⅱ．調査⽅法

１．調査⽤紙の配布対象

調査⽤紙は以下の対象に配布した．配布総数は9179で

あった．

１）愛知県内の病院で働く看護職7184⼈

各病院の看護部⾨責任者に調査の趣旨と⽅法を説明し，

調査協⼒を依頼し同意が得られた25施設に勤務する看護

職（准看護師を含む）を対象とした．

２）愛知県内で働く助産師910⼈

各施設の施設⻑および助産師責任者に調査の趣旨と⽅

法を説明し，調査協⼒を依頼し同意が得られた36総合病

院，92開業医院，25開業助産院で働く助産師を対象とし

た．

３）愛知県内で働く保健師180⼈

各施設の保健師管理（相当）職に調査の趣旨と⽅法を

説明し，調査協⼒を依頼し同意が得られた11市町村，４
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政令市・中核保健所，３県保健所で働く保健師を対象と

した．

４）愛知県内で働く看護教員353⼈

各施設の所属⻑に調査の趣旨と⽅法を説明し，調査協

⼒を依頼し同意が得られた29看護専⾨学校と１看護系⼤

学，ホームページ上で教員構成が公開されている４看護

系⼤学で働く看護教員（⼤学教員は講師・助⼿）を対象

とした．短期⼤学は設置数が少なく回答施設が特定され

るおそれがあるため，短期⼤学教員は対象から除外した．

５）愛知県内の総合病院の看護管理者97⼈

97病院の看護部⾨責任者（１施設１名）を対象とした．

６）本学修⼠課程修了⽣・学部卒業⽣・⼤学院在学⽣455

⼈

同窓会に調査の趣旨と⽅法を説明し同窓会名簿使⽤許

可を得て，住所不明者・住所掲載⾮承諾者を除いた者を

対象とした．

２．調査期間

平成17年６⽉中旬から７⽉下旬

３．調査⽅法

１）⼿続き

無記名⾃記式質問紙と調査協⼒依頼書を，対象に直接

または施設を通して配布し，同意が得られた⽅から質問

紙を回収した．

２）調査内容

全対象に，属性として，年齢，取得免許，学歴，職位，

⼤学院⼊学資格審査の認知度などを，本学⼤学院への進

学に関するニーズとして，現在の修⼠課程への進学希望，

専⾨看護師（以下，CNS）などのコース新設後の進学希

望，博⼠課程新設後の進学希望，⼤学院進学時の仕事の

継続，進学決定に際しての問題，⼤学院の各課程への意

⾒などを質問した．看護管理者には，加えて，⼤学院修

了者の雇⽤に関するニーズとして，現在の修⼠課程への

進学の必要性，CNSなどの新設コースへの進学の必要性，

新設博⼠課程への進学の必要性，⼤学院進学時の仕事の

継続の可否，進学時の仕事の配慮，⼤学院修了者の採⽤

と採⽤後の配置，過去５年間の⼤学院修了者の雇⽤状況

などを質問した．

希望を調査した修⼠課程新設コースは，CNSコース，

助産師養成コース，認定看護管理者コースで，助産師養

成コースは，修⼠課程で助産師国家試験受験資格取得が

可能なコースである．また，認定看護管理者試験は現⾏

の修⼠課程修了者でも受験可能であるが，科⽬を充実さ

せた新設コースを検討中である．質問紙には以上の説明

を加えた．

４．倫理的配慮

対象に対して，調査⽬的と⽅法，調査協⼒は⾃由意思

に基づくこと，調査に協⼒しないことによる不利益はな

いこと，調査は無記名で個⼈は特定されないこと，デー

タは調査⽬的以外に使⽤しないこと，結果の公表時には

個⼈や施設が特定されないこと，質問紙の提出をもって

同意の確認とすることを⽂書で説明した．

５．有効回答数と分析対象の区分

質問紙の配布数・回収数・有効回答数を表１に⺬した．

有効回答は6006⼈から得られた．このうち，「病院で働

く看護職」5122⼈の取得免許をみたところ，准看護師は

36⼈と少なかったため分析対象から除くことにした．ま

た，助産師免許を有する198⼈は⼤学院における助産師

養成課程設置に関する意⾒の傾向が免許を持たない看護
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表１ 配布数・回収数・有効回答数



職と異なる可能性があると考え，「助産師」の分析区分に

移動した．

６．集計および分析⽅法

項⽬ごとに対象別および全体の結果を単純集計し傾向

を分析した．愛知県内の看護職者のニーズは，県外就職

者を含む⼤学院修了⽣および⼤学院⽣と学部卒業⽣を除

外した5853⼈について分析した．

Ⅲ．結果

１．対象の背景

調査に回答が得られた対象のうち，愛知県内で働く看

護管理者，病院で働く看護師（以下，病院看護師），助産

師，保健師，教員の年齢と学歴，⼤学院⼊学資格審査制

度（専修学校・各種学校卒業者に適⽤）の認知度を表２

に⺬した．

年齢は，病院看護師は20歳代が2643⼈（54.1％）と多

いが，助産師と保健師は20∼40歳代，教員は30∼50歳代

に分散し，看護管理者は50歳代が53⼈で89.8％を占めた．

学歴は，専修学校・各種学校が4151⼈（70.9％）と多

く，短期⼤学758⼈（13.0％），⼤学838⼈（14.3％），修

⼠課程54⼈（0.9％），博⼠課程１⼈（0.01％）であった．

⼤学院⼊学資格審査制度の認知度は，よく知っている

者は573⼈（9.8％）と少なく，知っているが条件は知ら

ない者2791⼈（47.7％），知らない者2464⼈（42.1％）で，

⼤学院⼊学の⾨⼾を広げる資格審査の制度は⼗分に知ら

れていないことが明らかになった．
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表２ 愛知県内で働く看護職者の背景



２．本学⼤学院への進学に関するニーズ

１）現在の本学⼤学院修⼠課程への進学希望

現在の本学⼤学院修⼠課程への進学希望を表３に⺬し

た．進学したい178⼈，できれば進学したい1820⼈をあ

わせると，1998⼈（33.7％）が進学を希望していた．特

に希望が多かったのは教員であり，100⼈（52.1％）と半

数以上が希望していた．その他の対象も，職種などに関

係なく30％以上が進学を希望していた．

２）修⼠課程に新設コースを設置した場合の進学希望

本学修正課程にCNSコース，助産師養成コース，認定

看護管理者コースを新設した場合の進学希望を表４に⺬

した．進学したい419⼈，できれば進学したい2558⼈を

あわせると，2977⼈（50.0％）が進学を希望しており，

現在の修⼠課程への進学希望を⼤きく上回った．CNS

の希望領域をみると，がん看護が最も多く1030⼈，次い

で，在宅看護678⼈，⽼⼈看護509⼈，⼩児看護504⼈であっ

た．がん看護を希望する者は病院看護師に多く，⺟性看

護は助産師，地域看護は保健師の希望が多かった．助産

師養成コースは294⼈，認定看護管理者コースは488⼈が

希望しており，助産師免許を有する助産師で助産師養成

コースを希望する者も34⼈みられた．看護管理者は認定

看護管理者コースを希望する者が多かった．

３）博⼠課程を新設した場合の進学希望

博⼠課程を新設した場合の進学希望を表５に⺬した．

進学したい122⼈，できれば進学したい488⼈，分野によ

り進学したい1297⼈をあわせると，1907⼈（31.9％）が

進学を希望していた．特に修⼠課程修了者と在学⼤学院

⽣の希望率が28⼈（80.0％）と⾼く，次いで，教員が102

⼈（53.1％）であった．

３．⼤学院に進学した場合の仕事の継続

１）⼤学院に進学した場合に仕事を継続するか

⼤学院に進学した場合の仕事の継続について，⼤学院

への進学を希望する愛知県内で働く看護職の考えを表６
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表３ 現在の愛知県⽴看護⼤学⼤学院（修⼠課程）への進学希望

表４ 愛知県⽴看護⼤学⼤学院に修⼠課程新設コースを設置した場合の進学

希望



に⺬した．仕事を継続する1240⼈（50.9％），辞職する

642⼈（26.3％）で，継続希望者が多かった．

２）仕事を継続する⽅法

仕事を継続するとした者に，継続⽅法を質問した結果

を表７に⺬した．仕事の調整が可能なら仕事を継続する

が886⼈（継続するとした者の71.5％）と多かった．

３）仕事を辞職する理由

仕事を辞職するとした者に，辞職の理由を質問した結

果を表８に⺬した．最も多かったのは勤務形態や就業状

況から継続は難しい445⼈（辞職するとした者の69.3％）
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表５ 愛知県⽴看護⼤学⼤学院に博⼠課程を設置した場合の進学希望

表６ ⼤学院に進学した場合の仕事の継続

表７ 仕事を継続する⽅法

表８ 仕事を辞職する理由



で，学業に専念したいため辞職を考える者も163⼈みら

れた．

４．⼤学院進学の意思決定時の問題と⼤学への要望

愛知県内で働く看護職が⼤学院進学時に問題となると

考えていることと⼤学への要望を表９に⺬した．3035件

の⾃由記載が得られ，最も多かったのは経済的問題914

件であった．次いで，仕事との両⽴501件，家庭との両⽴

338件，⾃分⾃⾝の問題（年齢や学⼒など）256件で，教

育課程の内容・制度も199件あげられていた．⼤学への

要望としては，仕事との両⽴可能な環境づくり（夜間開

講・⼟⽇開講・集中講義，図書館の利⽤時間の延⻑など）

207件，経済的⽀援制度の整備（奨学⾦・授業料免除・⻑

期履修制度など）60件，情報提供（⼊試や教育内容など）

42件，⼊学資格・試験の検討（社会⼈⼊学定員枠の拡⼤

など）33件などが記載されていた．託児施設を求める声

も20件あった．

５．各コース・課程設置に関する意⾒

１）CNS・認定看護管理者コース設置に関する意⾒

CNS・認定看護管理者コース設置に関する意⾒を表10

に⺬した．記載は1185件あり，設置に賛成する意⾒が

714件と最も多かったが，否定的意⾒も45件みられた．

２）助産師養成コース設置に関する意⾒

助産師養成コース設置に関する意⾒を表11に⺬した．

記載は590件あり，設置に賛成する意⾒が362件と多かっ

た．否定的な意⾒は70件あり，⼤学院に設置する必要性

がわからないなどの意⾒が記載されていた．

３）博⼠課程設置に関する意⾒

博⼠課程設置に関する意⾒を表12に⺬した．記載は

330件あり，設置に賛成する意⾒が170件と多い⼀⽅で，

よくわからないとする者も106件と多かった．
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表９ ⼤学院進学の意思決定時の問題と⼤学への要望

、 長期履修制度



６．看護管理者の⼤学院修了者の雇⽤に関するニーズ

１）部下を進学させたい⼤学院のコース

看護管理者が部下を進学させたいと考えるコースを表

13に⺬した．現在の修⼠課程へは52⼈（88.1％），修⼠課

程に新設コースを設置した場合は55⼈（93.2％）が進学

させたいと回答していた．認定看護管理者コース希望が

44⼈と最も多く，次いで，がん看護37⼈であった．博⼠

課程が設置された場合は43⼈（72.9％）が部下を進学さ

せたいと回答した．
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表10 CNS・認定看護管理者コース設置に関する意⾒

表11 助産師養成コース設置に関する意⾒



２）部下が⼤学院へ進学した場合の仕事の継続に関する

看護管理者の考え⽅

部下が⼤学院へ進学した際の仕事の継続についての看

護管理者の考え⽅を表14に⺬した．服務規程に抵触する

ため辞職が必要と20⼈（33.9％）が回答し，服務規程に

抵触しないが継続は難しいと19⼈（32.2％）が考えてい

た．服務規程に抵触せず継続可能であると回答した者は

18⼈（30.5％）であった．

３）⼤学院修了者の採⽤⽅針と雇⽤状況

看護管理者の⼤学院修了者採⽤⽅針を表15に⺬した．

積極的に採⽤したいとする者は，認定看護管理者で30⼈

（50.8％）と半数を占め，CNSは27⼈（45.8％）であっ

た．現在の修⼠課程修了者の採⽤は，学歴を考慮せずに

採⽤審査を⾏うとする者が37⼈（62.7％）と多く，博⼠

課程修了者の採⽤についても，学歴を考慮せずに採⽤審

査を⾏うとする者は34⼈（57.6％）と多かった．

CNS採⽤後に配置を考慮するか否かでは，配置を考慮

すると回答した者が35⼈（59.3％）と多かった．
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表12 博⼠課程設置に関する意⾒

表13 看護管理者が部下を進学させたい⼤学院の教育課程

コース



⼤学院修了者の実際の雇⽤状況をみると，CNSのない

修⼠修了者は，13施設（22.0％）に各１⼈，３施設（5.1％）

に各２⼈，１施設（1.7％）に３⼈採⽤されていた．CNS

は２施設（3.4％）に各１⼈，博⼠課程修了者は２施設

（3.4％）に各１⼈が採⽤されていた．

Ⅳ．考察

１．本学⼤学院への進学希望状況

現在の本学⼤学院（修⼠課程）へは1998⼈（33.7％）

が進学を希望しており，ニーズの⾼さがうかがえた．ま

た，本学にCNSコース，助産師養成コース，認定看護管

理者コースを新設した場合の進学希望者は2977⼈

（50.0％）で，現在の修⼠課程への進学希望を⼤きく上

回った．CNSの各分野は⽇本の医療や社会の状況に対

応して，より⾼度で充実したケア提供を可能にするもの

であるが，CNSコースが認定されている専⾨看護師認定

教育課程は平成17年３⽉現在で全国に17⼤学院60課程と

少なく，進学ニーズを満たす状況にないことが，本学に

CNSコースが新設された場合に進学を希望する者が多

い理由の⼀つと考える．特にがん看護の希望者が多いこ

とは，愛知県内のがん患者届出数が増加傾向にあること

とも関係しているのではないかと考えられる．

本学に博⼠課程を新設した場合の進学希望者は1907⼈

（31.9％）で，現在の修⼠課程と同程度の希望数であっ

た．修⼠修了者が少ない病院看護師，助産師においても

博⼠課程進学の希望率は⾼く，向上⼼の強さがうかがえ

た．修⼠課程修了者と在学⼤学院⽣の希望率が⾼いこと

からは，修⼠課程で修得した内容をさらに深化させるた

めに，継続して学べる博⼠課程の設置が求められている

と考える．

２．愛知県内で働く看護職の⼤学院進学と仕事の継続

愛知県内で働く看護職の多くが⼤学院に進学しても仕

事は継続したいと考えているが，⼀⽅で，継続するには

仕事の調整が必要であり，現状のまま継続することは難

しいと考えていた．看護管理者に対する調査では，看護

管理者の約３割が，服務規程に抵触するため⼤学院進学

時は辞職が必要と回答し，他の３割が，服務規程に抵触

しないが継続は難しいと考えていた．これらの背景によ

り，⼤学院への進学希望において「できれば進学したい」

と回答する者が多い結果となったと考える．また，仕事
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表15 ⼤学院修了者の採⽤についての看護管理者の考え⽅

表14 部下の⼤学院進学時の仕事の継続に関する看護管理者の考え⽅



と進学の両⽴に不安を感じながらも仕事の継続を望む者

が多い理由としては，経済的問題，修了後の再就職の不

安などが影響しているものと思われた．看護職の進学

ニーズと看護管理者の雇⽤ニーズが充⾜されるよう，仕

事の両⽴が可能な体制を整備充実させることが⼤学院進

学を⽀援する要となる．

３．看護管理者の⼤学院修了者の雇⽤に関するニーズ

部下を⼤学院に進学させたいと考え，修了者の採⽤に

積極的な考えを持つ看護管理者は多かった．この傾向は

認定看護管理者とCNSコース修了者においてより顕著

であったことから，看護管理者は⼤学院修了者に対して，

⾼い専⾨性を有した看護実践⼒や看護管理能⼒を期待し

ていることがうかがえる．他⽅，⼤学院修了者の雇⽤数

は極端に低い実状にあり，看護職個々のニーズという観

点からのみでなく，看護職が所属する病院組織の⽴場か

らも⼤学院修了者の雇⽤ニーズが⾼いことが明らかに

なった．

４．本学⼤学院における今後の課題

１）教育課程・教育内容の充実

新設コース・課程の設置に対しては賛成意⾒が多かっ

たが，教育の⽅向性，教育内容，教員の資質を問う意⾒

もみられた．⼀部には，設置の意義を疑問視する意⾒や

否定的な意⾒もみられた．本学の教育がめざす⽅向性の

検討は何よりも重要なものであり，新コース，新課程を

設置する意義をより明確に⺬すことが求められている．

教育内容に関する意⾒には教員の充実を望む意⾒も

あった．個々の教員の資質を⾼めることは重要であるが，

愛知県内に看護系⼤学が６⼤学あるメリットを活かし，

単位互換制度などが導⼊できれば，⼤学院⽣のニーズに

そった教育内容の選択も可能になる．愛知県の特⾊を⽣

かした⼤学院間の連携も検討していきたい．

２）⼤学院への⼊学と修学を⽀援する制度の充実

⼤学への要望，コース・課程新設に関する意⾒におい

ては，仕事や家庭との両⽴をはかりながら⼊学し修学で

きる制度や対応を求める意⾒が⾮常に多かった．具体的

には，⼊試や教育内容などに関する情報提供，社会⼈⼊

学定員枠の拡⼤などの⼊試制度の⾒直し，奨学⾦・授業

料免除・⻑期履修制度などによる経済的⽀援，昼夜開講・

⼟⽇開講・集中講義など開講，図書館の利⽤時間の延⻑

などがあげられた．託児所など，⼤学の対応に限界があ

る要望もあった．条件整備による就学意欲の⾼い⾼度看

護専⾨職者の⼊学促進は望ましいことではあるが，教員

数，⼤学の物理的・経済的条件など容易に変えられない

ものもある．本学⼤学院がめざす教育理念・教育⽬標を

柱にすえ，各々の制度や⽅策の利点・⽋点を⼗分に吟味

し，学習者のニーズにそった教育体制を検討していかな

ければならない．

３）職場の理解と進学⽀援および修了者受⼊体制の整備

服務規程のために辞職をせざるを得ない施設もあり，

また，職場の理解の必要性を求める意⾒も寄せられた．

修了者の雇⽤や配置への不安，⼒の発揮される体制がな

いことを指摘する声も多かった．これらの課題は⼤学側

の努⼒のみで解決するものではなく，職場の理解や体制

の整備を促進することも急務である．各施設の服務規程

の⾒直しや緩和，就労しながら進学できる勤務体制や職

場⾵⼟の育成，修了者が専⾨的な実践⼒を発揮しうる再

就職先・フィールド確保と雇⽤状態などが検討されるよ

う，各施設，⾏政などへの働きかける必要がある．

Ⅴ．まとめ

愛知県内で働く看護職者と，本学の⼤学院修了⽣・学

部卒業⽣・⼤学院在学⽣を対象に，愛知県⽴看護⼤学⼤

学院への進学および修了者の雇⽤に関するニーズを調査

した結果，多くの看護職が⼤学院への進学を希望しなが

らも，進学体制を整えることに苦慮していることが明ら

かになった．看護管理者においても，部下の⼤学院進学

の⽀援や修了者の雇⽤を望みながらも各施設の厳しい現

状を感じていた．社会や医療の変化，看護職者⾃⾝の

ニーズに応えるためには，修⼠課程におけるCNSなどの

コース新設，博⼠課程新設など，⼤学院教育課程の早急

な充実と，社会⼈が就学しやすい制度の拡充の必要性が

⺬唆された．
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